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愛知県知事から新しく認定されました！

農業経営士

1月

県農業経営士協会50周年記念大会

新
年
あ
け
ま
し
て

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

日
頃
は
、
農
業
改
良
普
及
事
業
の
推

進
に
、
格
別
の
御
理
解
と
御
協
力
を
賜

り
、
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

昨
年
は
、
コ
ロ
ナ
感
染
症
の
影
響
が

徐
々
に
少
な
く
な
っ
て
き
ま
し
た
が
、

市
場
経
済
の
低
迷
、
更
に
は
世
界
情
勢

の
不
安
定
要
因
か
ら
燃
油
、
資
材
、
肥

料
、
飼
料
な
ど
様
々
な
物
資
の
高
騰
が

続
き
、
か
つ
て
な
い
ほ
ど
に
農
家
経
営

が
圧
迫
さ
れ
て
き
ま
し
た
。
し
か
し
、

時
流
は
、
人
や
経
済
の
動
き
を
活
発
化

さ
せ
よ
う
と
様
々
な
施
策
が
打
ち
出
さ

れ
て
い
ま
す
。
今
一
度
基
本
に
立
ち
返

り
、
基
盤
を
固
め
て
発
展
す
る
年
と
し

た
い
と
思
い
ま
す
。

本
年
の
干
支
は
「
甲
辰(

き
の
え
・
た

つ)

」
で
す
。
「
成
功
と
い
う
芽
が
成
長

し
て
い
き
、
姿
を
整
え
て
い
く
」
と

い
っ
た
縁
起
の
良
い
意
味
が
込
め
ら
れ

て
い
る
そ
う
で
す
。
今
が
踏
ん
張
り
時

で
す
。
共
に
頑
張
り
ま
し
ょ
う
。

令和５年度に
新規認定され
た方です。

地域農業を
牽引するリー
ダーとして活
躍を御期待申

し上げます。

梅村公治氏
（豊田市：いちご）

認定頂きありが
とうございます。
現状に満足せず
万里一空を胸に
頑張っていきま
す。よろしくお
願いします。

令和５年11月14日、ヒルトン名古屋で、愛知県農業経営士協会50周年
記念大会が開催されました。「地域農業のリーダー」を愛知県知事が認
定する農業経営士制度は、昭和49年度に協会設立が行われ、令和５年４
月時点での会員数は742名で、全国的にも北海道、和歌山県に次ぐ３番
目の規模で活動しています。
記念式典では、これまでの活動報告や県役員を務められた方への功労

者表彰が行われ、管内からは、近藤義広氏(みよし市)と杉本寛文氏(豊
田市)に愛知県知事の感謝状が贈られました。記念式典に先立ち、福岡
ソフトバンクホークス元監督の工藤公康氏の記念講演も行われ、約300
名が出席する盛大な記念大会となりました。記念大会（令和５年11月14日）

ヒルトン名古屋５階銀扇の間

認定式の記念写真(R5.11.2)



農業改良普及課は10月13日に猿投農林高校

１、２年生16名を対象に、先進農家の考えや

経営状況の理解を深めてもらうため、緑の学

園研修を開催した。研修先として就農６年目

の農業者（イチゴ、落花生の生産・加工・販

売）、酪農家（搾乳ロボット導入）及びＪＡ

あいち豊田グリーンセンター三好店直売コー

ナーを視察した。アンケート結果から「仕事

に誇りを持っていることが伝わった」､「デー

タを取り適期収穫を見つけたのはすごい」､

「先進的な酪農技術に驚いた」､「POSシステム

での商品管理が参考になった」との意見が聞

「緑の学園研修」開催

ＪＡあいち豊田梨部会の毎年恒例イベント

「ジャンボ梨コンテスト」が11月６日に開催さ

れた。今年は、20点の「愛宕」が出品され、重

量とサイズを競った。優勝（愛知県知事賞）は、

重さ2,954g、胴回り58.5cm、梅村和也氏が受賞

した。梅村氏の梨は過去にギネス記録に認定さ

れているが、それを上回る大きさであった。果

実は即日競りにかけられ、50万円/個で競り落

とされた。

今年度、梨部会はこの「愛宕」の米国輸出に

取り組んでいる。栽培地登録した園地では、米

国の農薬基準を考慮して栽培され、植物防疫所

の実施する２回の栽培

地検査も無事クリアし、

11月17日から米国に向

けて輸出されている。

普及課管内の動き

「愛宕」ジャンボ梨コンテストと
輸出に向けた取り組み

ＪＡあいち豊田小原採種部会では、令和５年

度から１法人（農事組合法人阿摺）が新たに種

子生産に取り組んだ。農業改良普及課は、良質

な種子生産のため支援を行っており、本年度は、

ほ場の選定、浮き苗・漏生稲の除去、異株抜き

について重点的な指導を行った。その結果、８

月・９月のほ場審査および11月の生産物審査で

合格となった。生産者は「一般栽培よりも手間

はかかるが、管内稲作農家のため今後も良い種

子を作っていきたい」と話していた。支援は今

後も継続予定であり、次年度以降は病害虫防

除・収穫等に重点を置

いた支援を予定してい

る。

本年度から始まった新しい
「ミネアサヒＳＢＬ」採種ほの状況

11月の生産物審査で
合格した種子

ＪＡあいち豊田花き園芸組合は、11月16
日～26日に、シンビジウムを中心とした鉢
花のＰＲ展示(「ウィンター・プリンセス
プロジェクト」)をコモ・スクエア(豊田市
喜多町)で行った。市内外から多くの方が

訪れるラリージャパン2023に展示開始を合
わせ、生産者自作の展示台にシンビジウム
等130鉢を配置し、彩った。
この取組については、令和５年10月12日

に開催された東海ブロック普及活動現地調
査研究会（普及指導員相互の研究会）でも
愛知県代表として発表を行ない、参加者か
ら高い関心を得た。

洋らんＰＲの取り組み
東海ブロック発表を踏まえて

コンテストで
優勝した愛宕梨

コモスクエアでの
ＰＲ展示

落花生乾燥機の説明
を受ける猿投農高生

かれ、農業に対する

理解と就農意欲の高

まりに期待したい。


